
令和４年度 事業計画 
 

 

Ⅰ 基本方針 

  当センターの運営におきましては、生涯現役社会の実現に寄与しながら地 

域社会の様々な期待に応えるとともに、新型コロナウイルス感染症の感染拡 

大や自然災害の頻発・激甚化、消費税制度の変更など、社会経済環境の変化 

などに対応した持続可能な法人経営を確保することが求められているところ 

であります。 

  このようなことから、当センターの進むべき方向と担うべき役割を明らか 

にした「第４次基本計画」の施策事業について、環境の変化などに対応したよ 

り実施効果の高いものへの転換や重点化など、計画目標の達成に向けた取組 

みの強化を図るとともに、事務局組織の一元化に伴う組織の再編成や、事務 

局組織におけるマネジメント機能及び内部統制機能の強化など、法人運営の 

基盤強化を図ることにより、公益法人としての役割を果たして参ります。 

 

 

Ⅱ 事業計画 

 １ シルバー人材センター 

  （１）就業機会提供事業 

     センターは、宇都宮市内に居住する６０歳以上の就業意欲のある不 

特定多数の高年齢者対し、次の手法により「臨時的かつ短期的又は軽 

易な業務」に係る就業の機会を提供します。 

① 請負・委任 

  センター会員として登録した会員に対し、発注者からの指揮命令 

を受けない、発注者が直接雇用する労働者と混在することがない仕 

事を民間や公共等から受注し「請負又は委任」契約により就業機会 

の提供を行います。 

    ② 労働者派遣事業 

      公益財団法人栃木県シルバー人材センター連合会（以下「連合会」 

という。）との間で事業実施に関する協定を締結し、発注者の指揮命 

令のもとにおいて就業できる体制を整備することにより、労働者派 

遣事業で就業を希望する会員に対し、就業機会の提供を行います。 

     ③ 職業紹介事業 

      連合会との間で事業実施に関する協定を締結し、会員以外の地域



の高齢者も対象とし、雇用就業を目的とした職業紹介を行い就業機

会の提供を行います。 

 

（２）就業機会確保事業 

    ① 普及啓発事業 

     ア 会員の「口コミ」及び「啓発用チラシ配布」による入会促進を図 

るとともに、会員の協力による入会促進及び就業開拓用チラシの 

配付運動を行います。 

     イ ホームページに会員の就業風景写真や仕事の好事例の記事、会 

員が保有している資格等を掲載するとともに、「広報うつのみや」 

に特集記事を掲載することなどによりＰＲや周知に努めます。 

     ウ ポスターやチラシを市関係機関や工業団地管理組合及び企業等 

へ配付することにより、新たな就業先の開拓やリピーター顧客の 

確保を図るとともに、個人宅へのポスティングを実施し就業開拓・ 

会員拡大に努めます。 

     エ センター事業普及啓発強化月間（１０月）に、市役所市民ホール 

において「シルバー人材センターパネル展」を開催するとともに、 

ボランティア活動等を実施し地域貢献を果たしていきます。 

     オ 福祉の祭典等の様々な行事・イベントへ積極的に参画するとと 

もに、他団体との事業連携の強化を図ります。 

     カ 新規入会者拡大のため、入会率の低い地区を中心に地区出前新 

入会員説明会を開催し、地域の高齢者が参加しやすい環境整備を 

行います。 

     キ 女性限定の新入会員説明会や様々なイベントを企画し、女性会 

員の拡充を図ります。 

   ② 安全・適正就業推進事業 

    ＜安全就業推進事業＞ 

    ア ７月及び１１月を「重点パトロール月間」と定め、集中して安全パ 

トロールを実施するとともに、毎月第３月曜日を「安全パトロール 

の日」と定め、パトロールを実施します。 

    イ 「安全標語」を募集し、就業案内に入選作品を毎月掲載すること 

により、安全就業等に対する啓発を行います。 

    ウ 過去に発生した事故事例の紹介を行うとともに、職群班班長会議 

において作業前チェックシートの活用や、作業別安全基準の遵守、 

作業前ミーティングの徹底を図ることにより、事故発生防止に努め 

ます。更に、高所での作業となる植木せん定・伐採作業については、 



作業前に機材（三脚・脚立類）の安全点検の徹底を図ります。 

    エ ヒヤリ・ハット体験事例や、過去に発生した事故の発生原因や対 

応について、安全ニュースに掲載し事故再発防止に努めます。 

    オ 安全対策グッズについて調査研究を実施し、その結果を就業案内 

に適宜掲載し、事故発生防止に努めます。 

    カ 屋外作業が集中する時期となる６月～１２月に、注意喚起のため 

「熱中症予防」や「スズメバチ注意」等の啓発文章を作成し、配付し 

ます。 

    キ 高齢者の安全運転に関する研修会又は講習会を開催し、就業時及 

び通勤時・帰宅時における安全の確保に努めます。 

 

    ＜適正就業推進事業＞ 

    ア 「適正就業自主点検票」を活用し、適正就業の推進に努めるととも 

に、「就業案内」及び「ホームページ」により会員への適正就業に関 

する情報提供を行います。 

    イ 業務形態の適正化を推進するため「適正就業ガイドライン」を活 

用し、発注者の理解を求めます。 

    ウ ワークシェアリングを推進し、会員における就業機会の公平・均等 

化を図るとともに、長期就業の是正に努めます。 

   ③ 就業開拓事業 

    ア 会員の特性・ニーズや地域のニーズを踏まえた多様な新規就業先 

の確保に努めます。 

    イ 社会変化や政策等に沿った新たな事業を企画し、実施します。 

    ウ 補助事業や受託事業を積極的に獲得し、事業の拡大を図ります。 

    エ 女性会員が就業しやすい職域を開拓し、女性会員の就業機会の拡 

大に努めます。 

    オ 自治会との連携強化を図りながら、各地域で抱えている課題（適 

正空き家管理等）の解決に向けた、地域に定着した就業機会の拡大を 

図ります。 

   ④ 研修、講習事業 

    ア 会員の技能向上及び新規就業会員の拡大を図るため「植木せん定 

作業」、「清掃」等の講習会を開催するとともに、接客能力の向上を図 

るため「接遇」等の研修・講習会を企画します。 

    イ 入会促進のため、一般市民も参加できる講習会を開催します。 

   ⑤ 独自事業 

    ア 独自事業に参加する会員の維持・拡大を図るため研修会や勉強会 



を開催します。 

    イ 積極的に各種行事やイベントに参加し、販路の拡大に努めます。 

    ウ 新たな独自事業の創出を図り、女性会員の就業機会の拡大に努め 

ます。 

   ⑥ 相談・調査事業 

     未就業会員を対象とした「就業相談会」を定期的（事務局「毎週水曜 

日」、河内作業所「第３木曜日」）に開催いたします。 

   ⑦ 地域貢献事業 

     多様なボランティア活動を積極的に展開していきます。 

   ⑧ 高齢者活用・現役世代サポート事業 

     育児支援分野や地域における人手不足分野に係わる就業機会の拡大 

に努めます。 

   ⑨ 介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業） 

     総合事業（訪問型サービス事業）における家事援助サービス事業の 

ニーズの掘り起こしを行い、事業の拡大に努めます。 

 

２ 法人運営 

（１）会議の開催 

  ① 理事会 

    事業執行状況や会員の入会承認など本センターの事業運営にとって重 

要な案件を審議・決定するため、年５回開催します。 

  ② 定時総会 

    定時総会を６月に開催します。 

  ③ 部会・委員会等 

 第４次計画の目標達成に向けた取組みの推進を図るとともに、事故ゼ 

ロに向けた取組みの推進を図るため、各部会や安全委員会を開催します。 

 

（２）事務機能強化 

   一元化に伴う組織再編やマネジメント機能の強化など、事務局機能の強 

化を図ります。 


